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板山高根湿地の今後とボランティア対策
貴重な動植物の保護と環境整備に務める

　
板
山
高
根
湿
地
は
、
自
然

環
境
を
残
す
郷
土
の
遺
産
で
、

県
下
有
数
の
湿
地
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
は
、

高
齢
化
と
減
少
な
ど
で
、
将

来
に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

　
　
高
根
湿
地
の
主
な
概
要
。

①
施
設
保
有
の
経
緯
。

②
施
設
内
容
。

③
維
持
管
理
状
況
と
経
費
。

④
町
民
へ
の
還
元
（
観
察
　

会
な
ど
）。

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
　

内
容
。

⑥
現
状
に
お
け
る
問
題
点
。

　
　①

果
樹
園
や
水
田
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に

休
耕
地
と
な
っ
て
、
湿
地

性
植
物
の
生
息
が
確
認
さ

れ
た
。

　
　

そ
の
後
、
植
物
な
ど
の

盗
掘
や
踏
み
荒
ら
し
が
あ

り
、
平
成
13
年
か
ら
保
護

対
策
を
行
っ
て
い
る
。

②
本
町
の
東
部
丘
陵
地
に
位

置
し
て
お
り
、
面
積
は
、

　

約
１
万
１
５
６
０
㎡
。

　

湿
地
性
の
植
物
が
自
生
し
、

多
種
の
昆
虫
が
生
息
し
て

い
る
。

　
　

そ
の
他
、
自
然
観
察
用

の
木
道
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
中

心
と
な
っ
て
、
草
刈
り
や

木
道
の
補
修
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。

　

土
地
の
借
地
料
１
０
１
万

７
０
０
０
円
。
維
持
管
理

経
費
50
万
８
０
０
０
円
で

あ
る
。

④
観
察
会
を
年
４
回
開
催
し
、

自
然
の
大
切
さ
、
保
護
の

難
し
さ
を
体
験
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

⑤
木
道
の
補
修
や
雑
木
の
間

伐
、
雑
草
の
刈
り
込
み
な

ど
の
他
に
、
自
然
観
察
会

で
説
明
も
行
っ
て
い
る
。

⑥
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
高

齢
化
と
減
少
に
よ
り
、
活

動
に
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

　
　
今
後
の
方
針
。

①
保
有
す
る
目
的
。

②
維
持
管
理
水
準
。

③
活
用
策
。

①
湿
地
に
お
け
る
貴
重
な
動

植
物
を
保
護
す
る
と
共
に
、

自
然
環
境
を
町
の
財
産
と

し
て
、
後
世
に
残
す
こ
と

で
あ
る
。

②
貴
重
な
動
植
物
の
発
生
状

況
な
ど
、
豊
橋
市
の
「
葦

毛
（
い
も
う
）
湿
原
」
や

武
豊
町
の
「
壱
町
田
湿

地
」
な
ど
と
比
較
し
て
も

同
程
度
で
あ
る
。

三留　　享  議員
(親和会)

問

問答

問答 　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
対
応
。

①
期
待
す
る
こ
と
。

②
活
動
条
件
の
整
備
。

①
こ
の
ま
ま
継
続
し
て
活
動

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

②
実
働
会
員
勧
誘
な
ど
の
要

望
を
聞
き
、
活
動
し
や
す

い
環
境
整
備
に
向
け
て
、

お
手
伝
い
を
す
る
。

③
写
真
撮
影
会
や
写
真
展
示

会
、
観
察
会
な
ど
を
継
続

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
自
然
観
察
検
討

委
員
や
、
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
と
意
見
交
換

し
な
が
ら
検
討
す
る
。

答

来シーズンに向け、ボランティア会員の手によっ
て、手入れ作業が行われている板山高根湿地。
中でも、木道の損傷は湿地ゆえに著しく、早い段
階での修繕が必要となる。これらを含めた維持管
理作業は重労働で、高齢者の会員には負担が大き
過ぎる。
今後のあり方に一考を要す。

手入れ作業は、湿地に自生
する植物を痛めないように
細心の注意を払って行われ
ている。
木道は、観察会には欠かせ
ないもの。ルートは、貴重
な動植物を観察しやすいよ
うに張り巡らされ、考慮さ
れている。


